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Amazon への質問、Amazon からの回答及び事務局による Amazon への更問案 
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国内管理人について 

【Amazon への質問と Amazon からの回答】 

（国内管理人の業務内容と負担割合について） 

Q1-1. 御社における国内管理人についてお伺いします。国内管理人は、利用事業者その

他の関係者と緊密に連絡を行うための必要な業務を行う者です。利用事業者その他

の関係者と御社においては、様々な場面でコミュニケーションされていると思いま

す。御社において国内管理人はどういった業務をされていらっしゃいますでしょう

か。また、業務の負担感や比重を理解したいと思いますので、各業務にかかる時間

内訳（例：XX 業務は 60%、YY 業務は 20%、ZZ 業務は 20%など）をできる限り詳細に

教えてください。 

 

（答） 

1.1. 特定デジタルプラットフォームの透明性及び公正性の向上に関する法律（以下

「透明化法」）における国内管理人は、貴省をはじめとする外部の関係者の皆様

と連携し、そのような皆様からの特定デジタルプラットフォームの提供に関す

る運営の改善に向けた意見等を踏まえて、社内の関係部署等とも連携しながら

改善に向けた検討を行い、それを運営に反映していく役割を担っているものと

理解しております。 

1.2. 弊社では、従前、事業部門に属するコンプライアンスチームに国内管理人を置

き、同チームが上記の役割を担っておりましたが、改めて、透明化法の指針に

おける『国内管理人』に期待される役割に照らし、国内管理人の中立性をさら

に強化するとともに、より客観的な視点で改善を推進できるよう、昨年５月よ

り、国内管理人の役職及びコンプライアンスチームの機能を法務部門に移管し

ました。 

1.3. 国内管理人には、業務を改善する必要がある場合に事業部門の責任者等と直接

連携して速やかに改善を進めることができるよう、ディレクターの職位にある

者を選任しています。また、外部から弊社の事業に関して寄せられる様々な懸

念や、販売事業者様に関連する紛争案件などに関する弊社の対応や取組みに精

通しており、透明化法のみならず、独占禁止法等の関連する法令の遵守の観点

から適切な方針を示すことができることからも、現在の国内管理人は、日本に

おける紛争・訴訟案件や、透明化法を含めた行政庁による調査・照会等に対応

する法務部門の責任者を選任しています。 

1.4. さらに、国内管理人のもとには、社内弁護士を含む透明化法に関連する様々な

業務に速やかかつ適切に対応するための従業員を配置しています（以下「透明

化法担当」）。透明化法担当は、透明化法における大臣評価や、貴省やデジタル

プラットフォーム取引相談窓口（DPCD）様などの外部関係者とのコミュニケー

ションや協議を通じて明らかとなった事項を関連部署の責任者や担当者に共有

するとともに、当該事項を調査し、その結果とそれに対する改善策をそれらの
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リアルタイムの分類ができていないと考えらえることから、集計対象期間

については合理的な範囲で設定することが考えられる。（p.97） 

➢ Amazon に対しては、本年度のモニタリング会合で取り上げた利用事業者

の声を踏まえ、自身に寄せられている相談・苦情事例を分析した上で、そ

の課題を解決するための運営の見直すことを期待する。（p.100） 

➢ Amazon に対し、法第７条第３項第３号、省令第１４条第４項、指針２．

２．１①②の趣旨に鑑み、次年度の定期報告書において、カタログの編集

権限に関する考え方・仕組み、修正依頼をした場合のフロー、これらの利

用事業者への開示状況、並びに、上記のような問題について自社に寄せら

れている利用事業者の声を分析した結果を踏まえた対応策（仕組みの見直

し、又は、仕組み自体に問題がないのであれば開示内容の充実など）を報

告することを期待する。（p.128） 

 

（答） 

2.9. 本年２月 14 日に公表された「特定デジタルプラットフォームの透明性及び公正

性についての評価」において弊社が指摘を受けた改善すべき分野に関連し、以下

の分野について、苦情の件数、分析の概要をご報告させていただきます。 

2.10.   

 

2.11.   

 

2.12.   














